
煙道排ガス分析装置
シリーズ

｢長期安定性に優れた」クロスモデュレーション方式

長　期　安　定　性

省スペース  従来比1/2

小　型　化

簡　単　操　作
直感的操作が可能なタッチパネルを採用

ゴ ミ 焼 却 用

ボイラ排ガス用

鉄鋼プロセス用

発 電 用

硫酸プラント用

ガラス溶融炉用



10万台におよぶ販売台数と、30年を越える実績。

表示一体型の大型タッチパネル式LCDを採用。

主要5成分（NOx、SO2、CO、CO2、O2）をワン

パネルに同時表示。多成分の濃度変化を一度に、

リアルタイムに確認することができます。校正、

換算濃度設定画面の切り替えや警報時の内容は、

指一本で簡単操作。校正、アラーム履歴は画面

上で確認が可能なため、維持管理作業を効率化

することができます。

省スペース設計により、本体サイズを当社従来容積比最大約1/2（ボンベ

3本収納タイプ）まで小型化を実現しました。物理的なスペースの問題で

設置をあきらめていた現場でも設置が可能になります。設置場所の制限も

少なくなり、設置位置の自由度やゆとり空間の確保などで、メンテナンス

性も高まります。同時にブローバックパネルも当社従来容積比最大約1/3

小型化（当社従来容積比77％）。本体の小型化とあいまって、より一層の

省スペースを実現。長期設置のために設置空間を大幅に低減しています。

小 型 化《全て 前 面 メンテナンス》

簡 単 操 作

排ガス分析のHORIBAだから、
確かな信頼をいただいています。

直感的操作が可能なタッチパネルを採用

省スペース   当社従来比1/2

換算濃度画面測定濃度画面

警報履歴画面校正履歴画面

■1台で5成分を同時連続測定
ENDA-5000シリーズは、HORIBA独自の光学系

で5成分を1台で測定可能。5成分以内であれば測

定成分の組み合わせは自由です。

■干渉影響を大幅に低減
干渉補正型検出器、HORIBA独自の干渉フィルタに

より、大幅に干渉ガス影響の低減をはかっています。

■大気圧補正機能を標準搭載
大気圧変動による指示誤差を大気圧補正すること

により、分析精度の向上をはかっています。

■アラーム/予備アラーム機能を充実
従来のアラーム機能に加えて、アラームおよび予

備アラーム機能を充実。故障停止以前の軽微な確

認作業で、欠測のリスクを軽減でき、安心して活

用いただけます。

■SO2の校正時間を大幅に短縮
SO2の校正は従来WETベースの校正により、長時

間（約15分）を必要としていましたがDRYベース

校正法の採用により、約3分へと短縮。欠測時間の

短縮化、校正ガスの消費量削減を実現しました。

1台でNOx、SO2、CO、CO2、O2を高精度に同時連続測定！

HORIBAの煙道排ガス分析装置は、10万台におよぶ販売台数と、30年を越える実績で、

煙道排ガス分析市場における国内シェアNo.1*をいただいております。

設置面積の縮小はもとより、5成分同時測定には長期安定性に定評のある

クロスモデュレーション方式NDIR・磁気圧力式酸素計を採用。

欠測の許されない排ガス測定管理には最適の連続分析装置です。

また、新たにタッチパネル画面を備え、各種操作も指一本で簡単操作。

保守管理作業の効率化がはかれます。

公害監視、環境負荷量を連続監視する必要のある

ボイラ排ガス、ゴミ焼却、電力発電など、さまざまなニーズに対応します。

＊2011年当社調べ



煙道排ガス分析なら［ENDA］です。

測定セル

ガス送入
（サンプルガス・比較ガス）

検出器

光源

ガス排出

■その他のメリット

●NOxに対するCO2干渉を専用のCO2センサで連続的に補正するので干

　渉影響を無視できます。
●干渉補償型検出器によりNOx、SO2計の水分干渉を除去します。

■クロスモデュレーション方式模式図

HORIBAが切り拓いた
クロスモデュレーション方式！長 期 安 定 性

サンプルガスと比較ガスを
それぞれ専用セルに入れて測定します。
≫ラボユースなどのバッチ測定に適した方式です。
≫2光路の汚れの差が誤差になります。
≫セルの清掃のため定期的に分解清掃が必要です。
≫輸送、振動、修理、点検時に熟練サービスマンに
　よる光学系の微調整が不可欠です。

〔2光路方式の場合〕

■2光路方式模式図

排出

測定
ガス

サンプル
セル

光源

比較
セル

検出器

同期
モータ

長期安定性にすぐれたクロスモデュレーション方式

1 光学調整不要
クロスモデュレーション方式は、ひとつのセルにサンプルガスと比較ガス

を交互に導入し、信号を得るため、2光路方式の場合の光路のズレは発生

せず、面倒な光学調整が不要です。

2 ゼロ点が安定
ENDA-5000は測定毎（1秒周期）に測定ガスと比較ガスの差量信号を出

力するため、ゼロ点は非常に安定します。

3 連続清浄でセルが汚れない
セルにはサンプルガスと清浄エアーが連続で切り替わり導入されるため、

常に清浄に保たれ、汚れにくくなっています。そのため、スパンドリフト

が低減、長期に渡り安全にお使いいただけます。

■磁気圧力方式酸素計の測定原理図

ENDA-5000シリーズでは、O2の測定に磁気圧力方式を採用。

サンプルガスが検出器に直接触れないため、腐食などの劣化が

なく、長期にわたる安定動作を確保しています。しかも、キャリ

アガスに大気を使用する独自方式でキャリアガスの補給も不要、

ランニングコストを低減しています。

劣化に強くキャリアガスにボンベガスが不要な

磁気圧力方式

排出
電磁石

磁界セル

キャリアガス（大気） サンプルガス

検出器

■NOxに対するCO2干渉を専用センサにより連続補正

■校正周期7日間（標準）の自動校正機能を搭載

■多系統の出力機能を搭載（最大12出力）
　●瞬時出力値（NOx、SO2、CO、CO2、O2）
　●O2換算出力値（NOx、SO2、CO）
　●移動平均値（最大1時間O2換算COのみ最大4時間）

■酸素計のキャリアガスに大気を使用し省スペースと
　低ランニングコストを実現

■万全のアフターサービス体制
（株）堀場テクノサービスは、メーカーサー

ビスならではのサポートサービスを提供い

たします。製品のライフサイクルやお客様

のニーズに応じた、最適なサポートプラン

をご用意しております。

また、ITメンテナンスなど、きめ細かな

サービスが可能です。　

■省電力設計の環境対応
消費電力を当社従来機種より25％（200VA）削減しています。

自動
校正



ENDA-5000シリーズなら、多様な用途に対応す

■型式と測定成分

型　式

保守用品の経済性や、用途ごとで異なる試料ガスの特

性を考慮した各種前処理機構など、HORIBAが用意す

るサンプリング部は、性能面およびメンテナンス性を

考慮した現場志向型の設計です。ガス分析のHORIBA

ならではのノウハウが生きています。

●フィルタエレメント交換が容易な

　試料ガス採取用プローブ

●溶解損失を最小限に抑える独自の除湿機構

●SO3ミストキャッチャを標準採用し、
　配管閉塞等のトラブルを防ぎます。

●長寿命で腐食防止や低温化（180℃）を実現した
　NO2→NOコンバータ

サ ン プ リ ン グ 部

　ブローバックパネルも大幅に小型化

　圧力制御は圧力調整器方式*を採用
DSS（Daily Start-up and Shut-down/1日1回運転停止
を行う）やWSS（Weekly Start-up and Shut-down/1週
間に1回運転停止を行う）運転への対応が可能です。
*従来は定圧トラップ方式を採用

※組み合わせにより、メタン（CH4）の測定が可能です。

高ダストを含むサンプルガスの測定では、ダストの処

理をするために、大型のブローバックパネル（逆吹装置）

を設置する必要がありました。

HORIBAでは、独自の技術で、このブローバックパネル

も容積1/3以下（当社従来比）

に大幅な小型化（1点用の場合、

350W×550H×180Dmm）

を実現。同時に軽量化も達成し、

壁掛け設置も可能に。わずかな

設置スペースでも設置いただけ

るようになりました。



　ゴ ミ 焼 却 用

■Cl2を除去するスクラバを組み込み、Cl2腐食を防止。
　※Cl2スクラバ組み込みの場合、応答速度は90秒以下（SO2は240秒以下）になります。

■高水分サンプルに対し、1次電子冷却器の追加によりドレン処理能力をアップ。

■1次電子冷却器を組み込んだ3段除湿サンプリングを採用。SO2やNO2の溶解

　損失を低減。

　発　電　用

■SO2計のスリップNH3による損失を低減するNH3

　スクラバを用意。

■高濃度NO2に対する大型NOxコンバータを採用。

■1次電子冷却器を組み込んだ3段除湿サンプリン

　グを採用。SO2やNO2の溶解損失を低減しミスト

　を除去。

■高ダスト処理に対し、ブローバックパネル、ブロー

　バック用プローブを用意。

るサンプリングシステムとオプションをご用意。

HORIBAは、煙道排ガス測定分野で30年以上の実績と高い評価をいただいています。測定現場のニーズに即したサンプリン
グ部のご用意、数々のオプションでお使いの用途に的確に対応します。設置から運用にいたるまで、お気軽にご相談ください。

NH3スクラバ
一体型プローブ

ブローバック用
プローブ

Cl2スクラバ

ブローバックパネル

電子
冷却器

電子
冷却器

排出

ドレン

校正ガス

ドレン
セパレータ

プローブ

ミスト
キャッチャ

NOx
コンバータ

エアー
フィルタ

ドレン処理部

分析部
ユニット

ゼロガス
精製器 フィルタ

バッファ
タンク

フィルタ バルブ

減圧弁

ポンプ

ポンプ

　ボ イ ラ 排 ガ ス 用

■1次電子冷却器を組み込んだ3段

　除湿サンプリングを採用。SO2や

　NO2の溶解損失を低減しミストを

　除去。

※その他のアプリケーションにも対応します。

上記以外にも

など、様々な用途に豊富なサンプ

リングノウハウで対応します。

硫酸
プラント

鉄鋼
プロセス

ガラス
溶融炉

■サンプリングシステム用途例



NOx、SO2、CO、CO2、O2

化学発光法

非分散型赤外線分析法

磁気ダンベル法

抽出式

ポータブル型煙道排ガス分析計

PG-300シリーズ

煙道排ガス分析装置

ENDA-5000シリーズ

NOx： 200-5000 ppm
SO2： 200-5000 ppm
CO： 200-5000 ppm
CO2： 5-25 vol%
O2： 10-25 vol%

非分散型赤外線吸収法（NDIR）
  （NOx、SO2、CO、CO2）
磁気圧力式酸素計（O2）

抽出式

試料ガス採取プローブ
加熱配管、ガス濃度測定装置

測定対象/レンジ

測定原理

サンプリング方式

機器構成

直挿式レーザ塩化水素計

TX-100

HCl： 0-500 ppm
H2 O： 0-50%

波長非分散方式（NDIR） 

直挿式

プローブ、分析計ユニット

測定対象/レンジ

測定原理

サンプリング方式

機器構成

測定対象

測定原理測定原理

サンプリング方式

機器構成

測定対象/レンジ

ジルコニア酸素計

NZ-3000

精度と安定性が要求される燃焼ガス分析と、長期安定性が要求される煙道排ガス分析では、

精巧な検出技術を最大限に発揮するサンプリング技術が不可欠です。

30年を超えるHORIBAの分析技術にエンジニアリング能力を加え、

燃焼排ガス分析に必要な要素をすべて、HORIBAがご提供します。

燃焼排ガス計測器のラインアップ

　煙道排ガス水銀濃度計

ごみ焼却施設などから排出するガス中の水銀

（Hg）濃度を連続測定する装置です。

　固定発生源用ダスト濃度計・オパシティ計

火力発電所やゴミ焼却場などの燃料排ガス中の

ダスト（煤塵）濃度を連続測定します。

大型収納盤

分析装置やデータ処理装置に最適な状態となる

環境で装置を収納します。

データ収集システム

ネットワーク接続を通じ、異常警報や状態報告な

どを出力します。計測データを収集、記録をします。

長期信頼性を提供する、HOR I BAの燃焼排ガ

1 2

4 6

3

変換器

ジルコニアセンサ

サンプリング方式

　固定発生源用流量計

工場・事業所から排出されるガス中の流量を連続

測定する装置です。

5

O2： 0-100 vol%O2

ジルコニア法

直挿式

変換器、ジルコニアセンサ



アプリケーション

システム導入の流れ

■産業用小型・中型発電設備  一般ボイラの場合

ス計測器のラインアップ。

Hg

NOx

NOx

SO2

SO2

CO2

CO
CO

O2

O2

O2

ダスト

流量

ダスト

流量

システム提案

●燃焼行程を見据えた機器構成の提案。
●必要に応じて各種製品を提供。（他社製品を含みます）

納　品

●機器の取付工事から運転まで対応。
●機器用建屋・取り回しなど付随設備もご用意。

●燃焼管理を熟知したスタッフが定期点検。
●補充品から、メンテナンスまで的確にサポート。

アフターサービス

煙突

1
1

1
3

O2

3

排煙脱硫装置 電気集じん装置 排煙脱硝装置

ボイラ

蒸気タービン

ごみピット焼却炉

調整塔バグフィルタ洗煙塔吸着塔触媒反応塔

■ごみ焼却場の場合

CO2

NOx

SO2

CO

HCL
O2

Hg

1 2
4 6

1 4
5 6

煙突

煙道排ガス分析装置 ENDA-5000シリーズ1
直挿式レーザ塩化水素計 TX-1002
ジルコニア酸素計 NZ-30003
固定発生源用ダスト濃度計・オパシティ計4
固定発生源用流量計5

6 煙道排ガス水銀濃度計

HORIBAは測定装置のみならずシステム全体として出荷・据付・試運転からその後のアフターメンテナンスまで、用途に応じた
的確な対応で多様な排ガス測定ニーズに的確にお応えいたします。



■外形寸法図（単位：mm）■仕様

〔ボンベ3本収納タイプ〕

　

以上
サービスエリア

以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

正面

×

●基礎ボルト取付位置図

●基礎ボルト埋込図

〔ボンベ6本収納タイプ〕

　

以上
サービスエリア

以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

正面

×

●基礎ボルト取付位置図

●基礎ボルト埋込図

型　　式
測定対象
測定原理
計量法型式承認番号
レンジ　 標　　準
　　　　オプション
レンジ比
再現性（繰り返し性）
直線性（指示誤差）

ゼロドリフト

スパンドリフト
応答速度
干渉影響
表　　示

設置
条件  

サンプル
条件

サンプリング方式
サンプルガス流量
サンプル導入管

サンプルガス圧力

圧力制御方式
出　　力

外部出力

校正方式

校正ガス

プローブ
採取点フィルタ

電　源
電源周波数
消費電力

外形寸法・質量

接ガス部材質

架　　台

塗　　色

NOx
NDIR

第SAN041号
200～5000 ppm
100 ppm～
10倍以内

SO2
NDIR

第SAS042号
200～5000 ppm
50 ppm～
10倍以内

CO
NDIR

第SAC042号
200～5000 ppm
100 ppm～
10倍以内

フルスケールの±0.5%（オプションレンジを含む場合、およびO2計はフルスケールの±1.0%）
フルスケールの±1.0%

フルスケールの±2.0%/週（ただし周囲温度変化5℃以内）
60秒以下（装置入り口よりTd＋T90）（サンプル流量0.6 L/min）（SO2計のみ240秒以下）

フルスケールの±2.0%（標準レンジにおいて標準ガス組成内）

電子冷却器による除湿サンプリング（5℃）
2.5 L/min～3.0 L/min
PTFEチューブ（φ8/φ6 mm）

レギュレータとポンプによる定圧制御。減圧サンプリング　制御圧力：－4.9 kPa

AC 100 V ± 15 V（85 V～115 V）
50/60 Hz切替

約800 VA（加熱配管30 m：＋1100 VA、盤内ヒーター：＋300 VA）

内外ともマンセル5Y7/1半ツヤ

600（W）×300（D）×1770（H）mm（高圧ガスボンベ、3.4 Lボンベ最大3本収納）  約180 kg（ボンベは含まない）
600（W）×500（D）×1770（H）mm（高圧ガスボンベ、3.4 Lボンベ最大6本収納）  約200 kg（ボンベは含まない）

屋外設置自立型
板厚：本体、扉、天板：2.3 mm、チャンネルベース：3.2 mm、扉：前面、取合い：右側面

SUS-316、SUS-304、PTFE、ポリプロピレン、ポリエチレン、ふっ素ゴム、塩化ビニル、PVDF、ガラス等

DRY校正、自動校正（校正周期：標準7日、1～99日まで設定可能）、手動校正

DC 4～20 mA（絶縁出力）（DC 0～16 mA/DC 0～1 V/DC 1～5 Vはオプション）  MAX12系統出力可能

分析計警報、分析計注意、レンジ表示、校正中、保守中、パージ中（オプション）
接点容量：DC 30V  1 A、AC 250V 1 A抵抗負荷

±4.9 kPa（3点選択方式）
（サンプルガス背圧のないこと）

（1）－1.96～4.9 kPa
（2）±3.43 kPa
（3）－4.9～1.96 kPa

タッチパネル式LCD（バックライト付）（有効桁数4桁）
-5～40℃（直射日光、輻射熱のないこと）

90%以下（結露なきこと）
100 Hz、0.3 m/s2以下
環境基準以下
250℃以下
0.1 g/Nm3以下

NO:500 ppm以下/NO2：6 ppm以下/SO2：1000 ppm以下/
SO3：50 ppm以下/CO：200 ppm以下/CO2：15 vol%以下/H2O：40 vol%以下

フルスケールの±1.0％/週（ただし周囲温度変化5℃以内）
（オプションレンジを含む場合、およびO2計はフルスケールの±2.0%）

CO2
NDIR
―

5～25 vol%
―

5倍以内

O2
磁気圧力式
第SF042号
10～25 vol%

―
2.5倍以内

ENDA-5000

温　　度
ダ ス ト
標準ガス
組成

ゼロガス
O2キャリアガス
スパンガス

計量法検定付の場合：N2   計量法検定なしの場合：N2または大気
大気

測定成分ガスボンベ（計量法検定なしの場合：O2計は大気使用可能）

フランジ：JIS 10 K、40 AFF　プローブ管：1000 mm　材質：SUS-316
エレメント：SUS-304＋石英ウール蛇腹式2 μm　電気加熱式：100 VA、防滴ケース付

＊4

＊5

＊3

＊2

＊1

＊1：キャリアガスボンベは不要です。
＊2：レンジ数は各成分最大2レンジです。　
＊3：応答速度はサンプリング部品の構成により変更する場合があります。
＊4：-15～40℃（寒冷地仕様）および-5～50℃仕様については別途対応いたします。
＊5：共存ガスにNH3を含む場合は、NH3スクラバをオプションとして用意しています。SO2計でサンプルガス中にCH4が共存する場合は、CH4干渉
　　補正型SO2計を用意しています。CO計でサンプル中にN2Oが共存する場合は、N2O干渉補正型CO計を用意しています。
＊6：計量法検定品を修理する場合、届出修理事業者による作業が必要です。詳しくは、弊社または（株）堀場テクノサービスへお問い合わせください。

周囲温度
周囲湿度
振　　動
粉　　塵

※ボンベ外置きの場合は5成分まで可能。
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